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ボツワナ共和国月報（２０２４年１１月） 

主な出来事 

【内政】 

○ ボコ新大統領が誕生 

○ ボコ新内閣の組閣と省庁改編 

○ 前与党BDPの体制 

○ ボコ大統領及びハオラテ副大統領の給与カット 

○ ボコ大統領の所信表明演説 

○ カーマ元大統領、バングワト族の首長へ復職 

【外政】 

○ ボコ大統領、ケニア副大統領と二国間会談を実施 

○ ボツワナ国籍者への英国電子渡航認証の導入 

○ 第３回国連内陸開発途上国会議の受入中止 

○ マホシSADC事務局長、ボコ大統領を表敬 

○ ボコ大統領、２０２４年世界こどもの日記念式典に出席 

○ ボコ大統領、SADC特別首脳会合に出席 

○ 国際機関幹部、ブタレ国際関係大臣を表敬 

○ ボコ大統領、ベルギーを訪問 

○ ボコ大統領、ジブチ大統領特使から書簡を受領 

○ ブタレ大臣、EU外務・安全保障政策局経済・グローバル問題担当事務次長と会談 

【SADC関連】 

○ SADC特別首脳会合の開催 

【経済】 

○ ボツワナ銀行第５回金融政策会合開催－政策金利は１．９％を維持－ 

○ ボツワナにおけるダイヤモンド原石産地証明ノードの設置 

○ 園芸作物輸入禁止措置の見直し 

○ １０月のインフレ率は１．６％－前月より０．１ポイント上昇－ 

○ ９月の国際商品貿易統計-１３か月連続の貿易赤字- 

【当館関連行事】 

○ 第１１回都筑・ボツワナ交流児童画展 

○ 令和６年度スポーツ外交推進事業 

○ 横浜市立茅ケ崎小学校への在外公館長表彰 

 

【内政】 

○ ボコ新大統領が誕生 

１日午後、総選挙の開票結果を受け、テレンス・ランノワネ最高裁長官はドゥマ・ギデ
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オン・ボコ候補（民主的改革のためのアンブレラ（UDC）代表）を新大統領と宣言した。一

方、これに先駆け、同日午前、マシシ前大統領は会見で敗北を認めた。 

４日、大統領執務引渡し式が大統領執務室において執り行われ、マシシ前大統領か

らボコ新大統領への受け渡しが和やかに行われた。同式典には、大統領顧問や政府高

官らが出席した。 

５日、ボコ新大統領は翌６日に特別選出議員の選出を実施すること、並びに７日午後

及び８日を祝日とする旨発表した。 

６日、特別選出議員選出が国民議会で実施され、ボコ新大統領の推薦した６人が承

認された。６人中３人は女性で、カーマ政権時代に史上最年少で閣僚を務めたケネウェ

ンド氏（女性）が含まれる。 

７日、議長、副議長及び副大統領の選出が国民議会で実施され、ケオラペツェ議長、

マニェネン副議長（女性）、ハオラテ副大統領が選出された。 

８日、ボコ新大統領の大統領就任式が国立競技場で行われ、多くの市民に加え、カ

ーマ元大統領やマシシ前大統領等歴代の大統領や前政権の閣僚が参列したほか、前

日に査証発給拒否を解除されたジュリアス・マレマEFF党首、中国系アメリカ人俳優リッ

ク・ユン氏らも参列した。 

 

○ ボコ新内閣の組閣と省庁改編 

ボコ新内閣の組閣は、１１日、１４日及び１５日の３回に分けて発表され（複数回に分

かれることは異例）、１回目の発表で省庁改編が実施されることも発表された。１２日付

政府官報にて省庁改編の全容が発表され、省庁数は１８で維持されるものの、殆どの

省庁が再編の対象となり、外務省も国際関係省へと改称された。新内閣には、ディコロ

ティ国土・農業副大臣らBDP時代の閣僚経験者３名が含まれる。 

 

○ 前与党BDPの体制 

７日、ボツワナ民主党（BDP）中央委員会は会合を開き、今次選挙の敗因を検討した。

２７日、党幹部は地方支部代表らと会合を開いた。その後の記者会見で、マシシ党首は、

ダダ財務責任者が引退する、予定どおり２０２５年に党幹部選挙を実施する等を述べた。 

 

○ ボコ大統領及びハオラテ副大統領の給与カット 

１４日、ハオラテ副大統領は、報道陣に対し、当初の想定よりも国庫の状況が悪いこ

とに言及した上で、国を存続させるためにあらゆる手を尽くさなければならないとし、ボコ

大統領及び自身の給与を１年間減額支給すると述べた。 
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○ ボコ大統領の所信表明演説  

１９日、ボコ大統領は、所信表明演説において、政権発足後の１００日間を「刷新」と

「回復」の期間とし、政府の透明性と説明責任を担保しつつ「信頼性の回復（グッド・ガバ

ナンス）」、「経済活性化」及び「公正な社会資本形成」を３本柱とする政策を実施、そし

て１００日間経過後は、持続可能な成長の基盤づくりに向けた長期改革を実施し、具体

的には、投資環境整備や国土の均衡のある発展を進めていくと述べた。優先分野は、

経済多角化、公共部門改革、貿易促進、ＦＤＩ誘致、持続可能な環境整備、食料安全保

障、産業振興、技術革新及び国際協調等としている。 

 

○ カーマ元大統領、バングワト族の首長へ復職 

２９日、カーマ元大統領は、セロウェでバングワト族の首長への復職式を行った。式に

は、エスワティニのグドゥーザ王子のほか、ハオラテ副大統領も出席し祝辞を述べた。ま

た、元大統領は演説の中で、自身への起訴は全て取り下げられたことを明らかにした。 

 

○CEDA汚職事件 

 ２７日、ンツィマ通商・起業大臣は、国民起業開発庁（CEDA）を巡る汚職に係る捜査

が、司法関係者及びフォレンジック会計担当者を含む適切なチャネルを通して実施され

ていることを明らかにした。CEDAに対しては、１８日、内部告発者によるデモ行進や国

民議会における請願がおこなわれていた。 

 

【外政】 

○ ボコ大統領、ケニア副大統領と二国間会談を実施 

９日、ボコ大統領はキンディキ・ケニア副大統領とハボローネにて二国間会談を実施

した。同副大統領は、オディンガ・元ケニア首相のアフリカ連合委員会議長職立候補に

ついて言及した。 

 

○ ボツワナ国籍者への英国電子渡航認証の導入 

１４日、国際関係省は２０２５年１月８日より、ボツワナ国籍者が英国へ渡航する場合、

英国電子渡航認証（ETA）を英国ETA APP又はオンラインにて申請することが必要とな

る旨公表した。ETAは、英国を訪問するボツワナ人にとってより迅速で安全な、より合理

化されたデジタル入国管理システムになるとみられる。 

 

○ 第３回国連内陸開発途上国会議の受入中止 

１４日、国際関係省は、ボツワナが第３回国連内陸開発途上国（LLDC）会議の開催を

辞退した。本会議は、ルワンダが開催を断念したことを受け、マシシ前大統領が１０月に

ボツワナへの招致を発表し、１２月１０日から１３日までハボローネで開催される予定だ
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った。 

 

○ マホシSADC事務局長、ボコ大統領を表敬 

１５日、マホシSADC事務局長はボコ大統領を表敬した。ボコ大統領は、ボツワナ政府

がSADCとその役割を歓迎し、ボツワナが国際政治において有意義かつ影響力のある

役割を果たすために、アフリカ大陸内だけでなく、アフリカ大陸全体で意義ある変化を導

くことにより関与したいと述べた。 

 

○ ボコ大統領、２０２４年世界こどもの日記念式典に出席 

１６日、ボコ大統領はビクトリア・フォールズで開催された「世界子どもの日」地域記念

式典に出席した。若者の代表者による情熱的なプレゼンテーションを受け、ボコ大統領

は、「これらの要望を私の責任として受け止め、子どもたちと共に、彼らを社会の中心に

据えるために彼らと仕事をしていくつもりである旨を述べた。ブタレ国際関係大臣、カフェ

ラ-モコカ子ども福祉・基礎教育大臣、及びチョンボ青年・ジェンダー問題大臣が同行し

た。 

 

○ ボコ大統領、SADC特別首脳会合に出席 

２０日、ボコ大統領はハラレにて開催されたSADC特別首脳会合に出席した。ブタレ国

際関係大臣及び国際関係、防衛、安全保障関連担当の政府高官が同席した。これに先

立ち、１９日、ブタレ国際関係大臣は閣僚会合に出席した。 

 

○ 国際機関幹部、ブタレ国際関係大臣を表敬 

２２日、アフリカ経済会議（AEC）２０２４参加のため当地滞在中のガテテ・UNECA事務

次長兼執行書記官、エザコンワ・UNDP事務次長兼アフリカ局長、及びウラマ・AfDBチー

フエコノミスト兼副総裁がブタレ国際関係大臣を表敬した。 

 

○ ボコ大統領、ベルギーを訪問 

２６日～２７日、ボコ大統領はアントワープで開催された第３回「FACETS会議

（FACETS ２０２４）」に参加するためベルギーを訪問した。出席の傍ら、ボコ大統領は、

ドゥ=クロー・ベルギー首相、ミシェル・欧州理事会議長と会談を行い、ボツワナとEUとの

関係や相互利益に関する問題を議論したほか、ダイヤモンド研磨を行うDiamcad社での

最先端技術の視察や、クック・デビアスCEOとの朝食会議を主催した。本訪問にはカオ

ネ・ボコ大統領夫人、ブタレ国際関係大臣、ケネウェンド鉱物資源・エネルギー大臣が同

行した。 
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○ ボコ大統領、ジブチ大統領特使から書簡を受領 

２９日、ボコ大統領はゲレ・ジブチ大統領の特使から書簡を受領した。ボコ大統領は

特使を歓迎し、集中的に人々に焦点を当てた指導力の必要性及びアフリカの協力を促

進するための多国間主義を訴えた。 

 

○ ブタレ大臣、EU外務・安全保障政策局経済・グローバル問題担当事務次長と会談 

２９日、ブタレ国際関係大臣はブリュッセルにて、モルドゥEU外務・安全保障政策局

（EEAS）経済・グローバル問題担当事務次長と会談した。両者は共通の関心事項につ

いて議論し、ボツワナとEUが協力分野をさらに広げる方法を模索した。 

 

【SADC関連】 

○ SADC特別首脳会合の開催 

２０日、南アフリカ開発共同体（SADC）の特別首脳会合が、ハラレにおいて開催され

た。本会合は、コンゴ（民）及びモザンビークの情勢について言及したほか、SAMIDRCの

派遣期間を１年間延長することが決定した。 

 

【経済】 

○ ボツワナ銀行第５回金融政策会合開催－政策金利は１．９％を維持－ 

７日、ボツワナ銀行金融政策委員会（MPC）は、金融政策金利（MoPR）を引き続き１．

９％とした。同委員会は、今後の見通しについて、国内の経済成長は、短期的には低迷

し、中期的には緩やかに回復するとしており、インフレ率は中期的には同行の目標範囲

（３％から６％）内に収まることを予想しており、こうした見通しを踏まえ、政策金利を現状

維持とした。 

 

○ ボツワナにおけるダイヤモンド原石産地証明ノードの設置 

 ２６日及び２７日、ベルギー・アントワープで開催された「FACET２０２４」（ダイヤモン

ド産業界の国際会議）における、ボツワナへのノード（非ロシア産ダイヤモンドを認証す

るための台帳管理拠点）設置決定に関するボツワナ及びＧ７共同声明を受け、ボコ大統

領は、自国がダイヤモンド業界における倫理的スチュワートシップ（責任ある行動規範）

を約束すると述べた。 
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○ 園芸作物輸入禁止措置の見直し 

 チンボンビ国土・農業大臣は、食料安全保障と南アなど近隣諸国との緊張関係を考

慮し、ボツワナが実施中の園芸作物輸入禁止措置を見直すことの重要性を強調した。

同禁止措置は、２０２２年１月に２年間の期限付きで導入されたが、２０２５年１２月まで

の延長措置が講じられている。 

 

○ １０月のインフレ率は１．６％－前月より０．１ポイント上昇－ 

１０月の年間インフレ率（前年同月比）は１．６％となり、前月のインフレ率（同）１．５％

から０．１ポイント上昇した。分野別寄与度は、上位から食品・非アルコール飲料（０．

８％）、雑貨・サービス（０．７％）。一方、運輸はマイナス０．８％。 

（図：最近のインフレ率の推移） 

 

 

○ ９月の国際商品貿易統計-１３か月連続の貿易赤字- 

９月の輸入総額は７８．６５１億プラとなり、前月の８７．３０７億プラ（改定値）から９．

９％の減少、一方で輸出総額は、３４．３４５億プラとなり、前月の３１．５２６億プラ（改定

値）から８．９％増加した（図）。この結果、同月の貿易収支はマイナス４４．３０６億プラ

の赤字となり、２０２３年９月以降１３か月連続の貿易赤字となった（同）。 
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（図：月別貿易収支の推移：２０２３年８月から２０２４年９月） 

 

 

 
 

【当館関連行事】 

○ 第１１回都筑・ボツワナ交流児童画展 

６日及び７日、横浜市都筑区等主催の「第１１回都筑・ボツワナ交流児童画展」が、当

館後援事業としてハボローネ市内のベン・テマ小学校にて開催され、初日オープニング

式典に当館小川参事官、同校教職員、児童３年生ほか約１５０名が参加した。また、１３

日～１６日、ボツワナ・ナショナル・アートギャラリー）でも展示会が開催され、一般市民
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や近隣小学校児童らが両国児童の児童画鑑賞を楽しんだ。なお、１２日に開催された

同会場でのオープニング式典では、令和６年度外務大臣表彰を受賞したベン・テマ小学

校に対し、外務大臣表彰の伝達式が行われ、大森大使、当地外務省、ベン・テマ小学校

関係者他約５０名が参加し、同校校長から、同授賞に対する謝辞が述べられた。 

 

○ 令和６年度スポーツ外交推進事業 

２０日、ハボローネ市内のナショナルスタジアムにて、大森大使出席の下、公益財団

法人日本バドミントン協会から提供を受けたバドミントンラケット、シャトル、ラケットカバ

ー等のバドミントン用具の寄贈式が行われ、ケレベン・スポーツ・芸術大臣、バドゥビ・バ

ドミントン協会会長ほか約３０名が参加した。ケレベン大臣は、日本政府及び寄付を行っ

た日本国に対し、感謝の意を表した。寄贈された用具は、ボツワナ・バドミントン協会が

管理し、今後当地のバドミントンの普及活動、選手の育成・強化のために使用される予

定。 

 

○ 横浜市立茅ケ崎小学校への在外公館長表彰 

２６日、大森大使は横浜市立茅ケ崎小学校に公館長表彰を授与した。同校は、児童画を通

じた日本とボツワナとの文化交流促進への長年の貢献を通じた日・ボツワナの相互理

解促進への功績を讃えられ、同賞を受賞した。 

（了） 

 


